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研究種別 ■自主研究 14  公益目的事業 19 

主査名 福田大輔 東京大学教授 

研究テーマ 
情報獲得行動を考慮したドライバー行動モデルの構築と道路交通混雑

情報提供の社会デザインに関する研究 

研究の経過（4 月～9 月）： 

 本研究では、エージェント（ドライバーや AIカー）により自律分散的な意思決定が行われ

るモビリティ社会を念頭に、エージェントによる情報獲得行動を明示的、一体的に考慮した

交通行動モデルの構築を行う。併せて、交通状態に関する旅行者の予想・期待をコントロー

ルすることによる自己実現的かつ効率的な交通状況を実現するビリーフデザインアプロー

チに立脚して、道路交通混雑情報提供の社会デザインのあり方について検討する。 

 まず、不確実な交通混雑が生じるような道路ネットワークを念頭に、自動車ドライバーで

もある観光客が交通関連情報を獲得し、自身の選択行動に反映する状況を記述する新たな交

通行動モデルを構築しつつある。これにより、多様な想定のもとでの数値シミュレーション

を通じて、情報提供と交通行動の間の関係性を明らかにすることを現在検討中である。  

下期へ向けて（課題等）： 

 上記として並行して、道路利用者の情報集合（初期信念と提供シグナルの組）を与件とし

た、混雑ネットワーク上での利用者均衡問題を定式化し、情報提供による渋滞緩和効果の定

量分析をより厳密に行うための理論基盤についての検討を行う必要があり、今後はその深度

化を行いたい。  
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